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１ はじめに                          

 

  北九州市では、行政と民間が対等なパートナーとして連携し、社会や地域の課題解決を

「持続可能なビジネス」として共に創り上げる「官民共創」を今後より一層推進してまい

ります。 

  この度、その理念と具体的な実践手法を体系的にまとめた「北九州市 官民共創ガイド

ライン」（以下「本書」という。）の策定を進めています。本書が、真に民間事業者の皆様

にとって実践的で価値ある「羅針盤」となるよう、その内容を検証するため、民間事業者

の皆様のご意見・ご提案をいただきたく、本サウンディング調査を実施いたします。 

  本サウンディング調査の主な目的は、次の３点です。 

 

① 実践的な「羅針盤」を共に創るため 

本書が、「机上の空論」で終わらないよう、皆様が現場で直面する課題や行政手続きの

リアルなハードルを乗り越えるための「本当に使える道しるべ」となっているか、皆

様の率直なご意見を反映させ、より価値の高いガイドラインへと磨き上げます。 

② 新たなビジネスチャンスを共に探すため 

本書が示す新しい官民共創の方針が、皆様にとって新たなビジネスチャンスとなり得

るか、本市に提供を期待するリソースにはどのようなものがあり、皆様のビジネスの

可能性をどう広げるのか、その具体的なアイデアを共に探ります。 

③ 持続可能なパートナーシップを共に築くため 

行政と民間が「対等なパートナー」として連携していく上での、皆様が感じるリアル

な課題や期待についてお聞きし、持続可能な共創関係を皆様と築き上げるためのヒン

トとします。 

 

皆様の積極的なご参加をお待ちしております。 

 

▼サウンディング調査（対話型市場調査）とは 

市が予定又は実施している事業の検討・見直しにあたり、民間事業者等から広く意見や提案を

求め、市場性の有無や民間のアイデア等を把握するために実施するものです。 
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２ 調査の内容                         

 

（１）対象の事業 

   北九州市 官民共創ガイドラインの策定・運用 

 

（２）調査の対象者 

   公民（官民）連携事業に関心のある法人または法人グループ等 

   ※個人の方は参加できません 

 

（３）意見・提案 

   今回、ご意見等をいただきたい内容は、次の項目とします。なお、関心のある項目に

ついてのみのご意見等でも構いません。 

   

項目 

ア 官民共創コンセプトと官民共創ビジネスへの期待と課題 

イ 市に提供を期待する非資金的リソースと、その活用方法 

ウ 市への提案実施における課題 

エ ビジネスで市とコミュニケーションをとる上での課題 

オ 一元的な民間提案受付窓口に求める機能 

カ 本書をより実践的な形式知とするための追加機能・改善点 

キ その他の自由意見 
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３ スケジュール・実施方法                   

 

実施要領の公表 令和７年１１月１３日（木） 

意見・資料等の受付 令和７年１１月１３日（木）～１２月１２日（金） 

個別対話の実施 令和７年１１月２０日（木）～１２月１２日（金） 

実施結果の公表 令和８年１月（予定） 

 

（１）意見・提案の方法 

   以下の方法のいずれかにより提出ください。 

   事業者名などの基本事項以外は、任意としていますので、個別の項目についてのみで

の回答が可能です。 

 

  ア アンケートフォームへの入力提出 

    以下 URLへアクセスいただき、案内に沿って内容を入力の上、ご提出ください。 

    ▼アンケートフォーム URL 

https://ttzk.graffer.jp/city-kitakyushu/smart-

apply/surveys/2963733777083026296 

 

  イ 様式によるメール提出 

    「別紙：意見・提案書（Excel形式）」を作成いただき、以下まで送付ください。 

    ＜送付先＞ 

     宛先：zai-henkaku@city.kitakyushu.lg.jp 

     件名：官民共創ガイドラインのサウンディング調査に係る意見・提案（団体名） 

     本文：北九州市 市政変革推進室  柳井、竹本、山田あて 

 

（２）個別対話（希望者のみ） 

   提出いただいた意見・提案内容を基にして、事業者の希望に応じて個別対話（対面 or

オンライン）を行います。 

   なお、個別対話の調整については、別途行わせていただきます。 

 

（３）追加対話への協力 

   必要に応じて、追加対話（文書照会を含む）をお願いする場合があります。 

 

（４）実施結果の公表 

   参加事業者のアイデアやノウハウの保護に配慮し、意見交換の概要のみ北九州市ホー

ムページで公表することを予定しています。なお、参加事業者の名称は非公表とします。 

QR 

https://ttzk.graffer.jp/city-kitakyushu/smart-apply/surveys/2963733777083026296
https://ttzk.graffer.jp/city-kitakyushu/smart-apply/surveys/2963733777083026296
mailto:zai-henkaku@city.kitakyushu.lg.jp
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４ 留意事項                          

 

⚫ 本調査に要する費用の弁償及び報酬の提供はありません。 

⚫ 意見・提案および対話内容は、ガイドライン策定・運用検証の参考とさせていただきま

す。ただし、双方の発言とも、あくまでも実施時点での想定のものとし、何らの約束を

するものではないことをご了承ください。 

⚫ 本調査結果は、北九州市情報公開条例（平成１３年北九州市条例第４２号）その他関係

法令の規程に従い、情報公開の対象となる場合があります。 

⚫ 個別対話については、申込多数の場合、申込事業者様の所在地、事業内容等を鑑み、参

加をお断りさせていただく場合があります。 

⚫ 本調査は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第６号及び北九州市暴力団排除条例（平成２２年北九州市条例第１９号。以下「本

条例」という。）第２条第２号に規定する暴力団員ではない事業者、又は、法人でその役

員に暴力団員に該当する者のない事業者、若しくは、本条例第２条第１号に規定する暴

力団又は暴力団員と密接な関係を有する事業者に該当する場合、参加できません。 

 

 

５ 参考情報                          

 

「北九州市 官民共創ガイドライン（素案）」・・・別添のとおり 

 

 

６ お問い合わせ・ご連絡先                   

 

担 当  北九州市 財政・変革局 市政変革推進室  柳井、竹本、山田 

所在地  北九州市小倉北区城内１番１号 

電 話  093-582-2160  ※電話での問合せは、平日９時～１７時までとします 

E-mail  zai-henkaku@city.kitakyushu.lg.jp 

mailto:zai-henkaku@city.kitakyushu.lg.jp

